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――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
最終所属部局 サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター（CYRIC） 
職名   教授 
生年月日  1949年 4月17日生 
出身学校  東京大学理学部化学科  1972年卒業 
出身大学院 東京大学大学院理学系研究科修士課程 1974年修了 
取得学位  理学博士（東京大学）  1984年 
略歴  放射線医学総合研究所研究員 1974年～1981年 
  東北大学CYRIC助手  1981年～1993年 
  在外研究員として米国留学  1984年～1985年 
  東北大学CYRIC助教授  1993年～1999年 
  東北大学大学院工学研究科助教授 1999年～2002年 
  東北大学CYRIC教授  2002年～2015年 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜研究活動に関する情報＞ 
専門分野  
 放射化学、放射性薬品学 
 
研究課題  
１．ガスクロマトグラフ分析におけるフロン化合物の挙動の系統的な研究 
２．核反応に伴う反跳現象の研究：82Brとフロン化合物、13Nと水、11Cと液体アンモニア
との系におけるホットアトム反応 
３．核反応に伴う反跳現象を利用した標識化合物の合成法の開発：11C-標識グアニジンおよ
びシアナミドの直接合成 
４．加速器を用いた放射性核種の製造法の開発：123I、77Kr、48V、28Mgの製造 
５．ポジトロン放出核種標識薬剤の開発 
６．ポジトロン放出核種標識薬剤自動合成装置の開発およびオンカラム標識法による合成法
の簡便化に関する研究 
７．PET診断プローブ合成装置のミニチュアモジュール化 
８．PET診断プローブ合成用マイクロリアクターの開発 
 
所属学会 
 日本化学会、日本薬学会、日本核医学会、日本放射化学会、日本アイソトープ協会、Society 
of Nuclear Medicine、Society of Radiopharmaceutical Sciences 
 
学会活動  
日本アイソトープ協会医学・薬学部会企画専門委員会委員 1996年4月～2000年3月 
PET化学ワークショップ幹事 2001年2月～2015年2月 
日本アイソトープ協会医学・薬学部会サイクロトロン 
核医学利用専門委員会FDG-PETワーキンググループ委員 2001年3月～2002年5月 
日本核医学会評議員 2001年10月～2011年9月 
IAEA Technical Cooperation Expert 2001年11月 
日本核医学会PET核医学委員会委員 2002年9月～2003年10月 
IUPAC Task Group on Terminology, Quantities and Units 
Concerning Production and Application of Radionuclides in 
Radiopharmaceutical and Radioanalytical Chemistry委員 2003年2月～2006年12月 
東京都老人総合研究所協力研究員 2003年4月～2015年3月 
放射線医学総合研究所客員協力研究員 2003年4月～2006年3月 
日本病院薬剤師会薬剤業務委員会PET運用検討小委員会 
特別委員 2004年4月～2006年3月 
第38回腫瘍・免疫核医学研究会実行委員 2005年3月～2005年7月 
日本アイソトープ協会仁科記念サイクロトロン 
共同利用委員会委員 2005年3月～現在 
放射線医学総合研究所重粒子科学センター画像 
診断研究ネットワーク会議標識薬剤の開発評価研究班員 2005年4月～2007年3月 
放射線医学総合研究所客員研究員 2006年4月～2009年3月 
 2011年4月～2015年3月 
日本学術振興会科研費専門委員会委員 2006年1月～2010年11月 
 2011年12月～2013年11月 
放射線医学総合研究所分子イメージング 
研究センター研究推進委員会分子認識研究分科会委員 2006年9月～2008年8月 
第47回日本核医学会学術総会組織委員会委員 2006年5月～2007年11月 
Society of Radiopharmaceutical Sciences理事 2007年5月～2013年5月 
IAEA Technical Cooperation Evaluation Mission Consultant 2007年6月 
日本核医学会リスクマネージメント委員会委員 2008年2月～2009年10月 
IAEA “Development of F-18 labelled radiopharmaceuticals  
other than FDG” Meeting Consultant 2008年4月 
日本アイソトープ協会医学・薬学部会ポジトロン 
核医学利用専門委員会核薬学ワーキンググループ委員 2008年6月～2010年5月 
第49回日本核医学会学術総会プログラム委員 2008年11月～2009年10月 
理研分子イメージング科学研究センター主管研究員 2009年8月～2015年3月 
秋田県立脳血管研究センタ  ー
短寿命放射性薬剤安全管理委員会委員 2012年2月～2013年3月 
放射線医学総合研究所放射性同位元素内用療法検討会委員 2014年8月～2015年3月 
 
学術受賞  
 第20回日本核医学会賞受賞（1983年10月）「陽電子放出核種標識薬剤自動合成装置の開発」 
 
特許 
 1) 発明の名称：放射性フッ素アニオン濃縮装置及び方法 
  発明者：岩田 錬、小関英一、中西博昭、坂本勝正、山原 亮 
  出願人：島津製作所、東北大学 
  国際出願番号／出願日：PCT/JP2007/056160／2007年3月26日 
  国際公開番号／公開日：WO2008/117388／2008年10月2日 
  出願番号／出願日：特願2009-506103／2007年3月26日 
  特許登録番号／特許登録日：4734451／2011年4月28日  
 
 2) 発明の名称：陽電子線源及びその製造方法並びに陽電子線源自動供給装置 
  発明者：藤原一郎、伊東芳子、岩田 錬、兵頭俊夫、矢野安重、後藤 彰、池上祐司、 
  野宮芳雄 
  出願人：理化学研究所 
  出願番号／出願日：特願平10-308533／1998年10月29日 
  公開番号／公開日：特開2000-147195／2000年5月26日 
 
 3) 発明の名称：RI合成装置 
  発明者：佐々木基仁、岩田 錬  
  出願人：住友重機械工業株式会社 
  出願番号／出願日：特願2004-194610／2004年6月30日 
  公開番号／公開日：特開2006-017548／2006年1月29日 
 
 4) 発明の名称：ヨウ化メチル製造装置 
  発明者：渡辺利光、岩田 錬  
  出願人：住友重機械工業株式会社 
  出願番号／出願日：特願2005-26422／2005年9月12日 
  公開番号／公開日：特開2007-77045／2007年3月29日 
 
 5) 発明の名称：ポジトロン標識タンパク質の合成方法 
  発明者：岩田 錬、谷内一彦、加藤元久、大貫哲也、古本祥三  
  出願人：東北大学 
  出願番号／出願日：特願2009-116379／2009年5月1日 
  公開番号／公開日：特開2010-263809／2010年11月25 
 
競争的資金獲得状況 
 昭和 60～61年度 一般研究（B）「高エネルギー荷電粒子の化学作用」（研究分担者、研究代
表者：井戸達雄） 
 昭和 61年度 一般研究（C）「固体をターゲットとして生成する酸素-15の化学的挙動に関す
る基礎的・応用的研究」（研究代表者） 
 昭和61～64年度 試験研究「ポジトロン標識神経活性物質を用いた多元的脳機能解析法の開
発」（研究分担者、研究代表者：井戸達雄） 
 昭和62～63年度 一般研究（C）「ポジトロン標識神経活性物質を用いた多元的脳機能解析法
の開発」（研究分担者、研究代表者：高橋俊博） 
 平成1年度 一般研究（C）「18Fのオフビーム反跳反応と標識合成への応用」（研究代表者） 
 平成 1～2年度 一般研究（C）「ポジトロン核種 18F標識生理活性ヌクレオシドの開発」（研
究分担者、研究代表者：石渡喜一） 
 平成3年度 一般研究（C）「心筋局所エネルギ-代謝を評価する 18F標識分枝脂肪酸の開発お
よびその診断応用」（研究分担者、研究代表者：高橋俊博） 
 平成3年度 がん特別研究「ポジトロン標識モノクロ-ナル抗体による癌診断法の開発」（研究
分担者、研究代表者：石渡喜一） 
 平成3年度 がん特別研究「癌診断精度向上のための陽電子放出核種 18F標識アミノ糖新規誘
導体の合成研究」（研究分担者、研究代表者：多田雅夫） 
 平成 4年度 がん特別研究「がん診断精度向上のための陽電子放出核種標識 生理活性物質の
合成研究」（研究分担者、研究代表者：多田雅夫） 
 平成4～6年度 試験研究（B）「陽電子放出核種標識生理活性体による新しい非侵襲的機能画
像診断法の開発」（研究分担者、研究代表者：多田雅夫） 
 平成4～6年度 一般研究（B）「脳、心疾患及び癌診断のための陽電子放出核種標識生理活性
複素環化合物の合成」（研究分担者、研究代表者：多田雅夫） 
 平成 5～6 年 一般研究（C）「PET 診断用放射性薬剤の自動合成のためのオンカラム標識法
の開発」（研究代表者） 
 平成 5年度 一般研究（C）「情報伝達系の画像化を目的とした 18F標識イノシトール誘導体
の合成及びその医学利用」（研究分担者、研究代表者：高橋俊博） 
 平成7年 一般研究（C）「伝導性膜を用いる 18Fイオンの捕集と 18F-標識PET薬剤合成」研
究代表者） 
 平成 7～8年度 基盤研究（A）「ポジトロン標識化合物と 3次元 PETの神経科学への応用」
（研究分担者、研究代表者：谷内一彦） 
 平成7～8年度 基盤研究（A）「セカンドメッセンジャー画像化(PET)によるヒト脳機能解析
法の開発」（研究分担者、研究代表者：井戸達雄） 
 平成8年度 基盤研究（C）「18F-標識前駆体、[18F]塩化フルオロアセチルのオンカラム合成法
の開発」（研究代表者） 
 平成 8～9年度 基盤研究（C）「全身撮影型PETによる咀嚼時の筋運動と脳活動との相関に
関する研究」（研究分担者、研究代表者：伊藤正敏） 
 平成 9～10 年度 基盤研究（C）「18F-標識フルオロベンジル基を有する新しい神経伝達機能
診断用PET薬剤の開発」（研究代表者） 
 平成 9～12年度 基盤研究（B）「がんの治療に直結した核医学的手法によるヒト腫瘍の細胞
増殖動態評価法の開発」（研究分担者、研究代表者：福田 寛） 
 平成9～11年度 基盤研究（B）「ポジトロン断層による腫瘍放射線治療効果予知法の研究」（研
究分担者、研究代表者：窪田和雄） 
 平成11～12年度 基盤研究（C）「汎用的な前駆体、18F-標識ヨウ化フルオロベンジルの効率
的迅速合成法の開発」（研究代表者） 
 平成 11年度武田科学振興財団研究助成金「PETによるヒスタミンH3レセプター研究を目
的とした新しいF-18-標識薬剤の開発」（研究代表者） 
 平成12～14年度 基盤研究（B）「ノックアウトマウスと非侵襲的イメージング法を用いた創
薬科学の新展開と応用」（分担研究者、研究代表者：谷内一彦） 
 平成 13～15 年度 基盤研究（B)「PET 診断用放射性薬剤合成装置のミニチュア化に関する
研究」（研究代表者） 
 平成13～14年度 基盤研究（B）「細胞内情報伝達機能に基づいたPET診断法新技術の実用
化」（研究分担者、研究代表者：井戸達雄） 
 平成13年度 基盤研究（B）「第8回Human Brain Mappingサテライト・シンポジウムの
準備」（研究分担者、研究代表者：谷内一彦） 
 平成 13 年度滝沢研究所研究助成金「ループ法による[11C]メチルトリフレートからの
[11C](+)N-メチル-3-ピペリジルベンジレート自動合成法の開発」（研究代表者） 
 平成14～15年度 基盤研究（B）「ポジトロン断層法を利用した脳内ドーパミン分泌の迅速的
画像化に関する研究」（分担研究者、研究代表者：伊藤正敏） 
 平成16～18年度 基盤研究（B）「18F-フルオロメチル基導入による新規 18F-標識放射性薬剤
合成の探索的研究」（研究代表者） 
 平成16～19年度 基盤研究（B）「チロシンおよびコリン誘導体によるpost FDGのPET癌
診断の研究」（研究分担者、研究代表者：窪田和雄） 
 平成 16年度 特定領域研究「1 mm以下の微小がんの検出をめざした超高分解能PETの基
礎開発」（研究分担者、研究代表者：石井慶造） 
 平成17～18年度 基盤研究（B）「遺伝子改変マウスのマイクロPETとヒトの探索的分子PET
による統合的薬理学研究」（研究分担者、研究代表者：谷内一彦） 
 平成 19～21年度 基盤研究（B)「18F-標識 PET診断プローブ合成用マイクロリアクターの
開発」（研究代表者） 
 平成19～21年度 基盤研究（B)「F-18 フルオロデオキシマンノース（FDM）によるPET
がん診断法の開発」（研究分担者、研究代表者：福田 寛） 
 平成 19～20年度 萌芽研究「新しい原理（低酸素細胞のPETイメージング）に基づく心筋
虚血評価法の開発」（研究分担者、研究代表者：加賀谷 豊） 
 平成19～20年度 基盤研究（C）「PET薬剤製造における酸素18-濃縮水の品質管理法の開発」
（研究分担者、研究代表者：寺崎一典） 
 平成19～20年JST産学共同シーズイノベーション化事業「PET診断プローブ合成に用いる
オンチップ微細炭素電極の開発」（研究分担者、研究代表者：小西 聡） 
 平成20～21年NEDO健康安心イノベーションプログラム「悪性腫瘍等治療支援分子イメー
ジング機器研究開発プロジェクト」（研究分担者、研究代表者：佐治英郎） 
 平成 22～24年度 基盤研究（B)「18F-標識 PETプローブ合成用トータルマイクロリアクタ
ーシステムの開発」（研究代表者） 
 平成22年度 基盤研究（A）「環境を配慮した作物生育最適化のための定量的イメージング技
術の開発」（研究分担者、研究代表者：中西友子） 
 平成 22～24年 JST産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】「小型高
速 18F-標識PETプローブ合成装置の実用化研究」（サブチームリーダー、チームリーダー：小
関英一） 
 平成22～24年度 基盤研究（B）「PET製剤のための製造工程管理」（研究分担者、研究代表
者：寺崎一典） 
 平成 23～24年度 挑戦的萌芽研究「ホウ素中性子捕捉治療の実用化のためのポジトロンCT
診断薬標識合成法の開発」（研究分担者、研究代表者：福田 寛） 
 平成25～26年 挑戦的萌芽研究「18F-標識プローブライブラリーの新たな展開：[18F]CH3Br
の合成と利用」（研究代表者） 
 平成25～27年 基盤研究（B)「マイクロリアクターによる 18F-標識プローブ合成多目的装置
の開発」（研究代表者） 
 平成25～27年 基盤研究（C)「11C-標識プローブの実用的なマイクロリアクター合成法の開
発」（研究分担者、研究代表者：石川洋一） 
 平成 25～27 年 挑戦的萌芽研究「PET による腎臓の新規画像評価法の確立」（研究分担者、
研究代表者：伊藤貞嘉） 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜教育活動に関する情報＞ 
担当授業科目（学外含む） 
 東北大学 
 放射化学講義（薬学部）  1995年～2015年 
 画像診断薬物学講義（薬学部） 2008年～2015年 
 医療薬学特論（薬学研究科） 2003年～2007年 
 分子解析学特論（薬学研究科） 2008年～2014年 
 分子イメージング講義（医学部） 2007年～2014年 
 放射線評価科学講義（工学研究科） 2006年～2014年 
 基礎ゼミ（全学教育）  2008年 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜大学運営に関する情報＞ 
学内委員 
 動物実験専門委員会委員  2007年～2015年 
分子イメージング研究推進室委員 2005年～2010年 
 工学部オープンキャンパス実行委員 2002年 
  
業績リスト 
――――――――――――――――――― 
Ⅰ 著書・編書 
 1) Practical application of recoil labelling on radiopharmaceuticals. 
  Ido T., Iwata R. in Hot Atom Chemistry: Recent Trends and Applications in Physical and 
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